














































 

 

冬の省エネ対策 35 
 

照明 

1  昼休みの消灯（節電担当者の選定、節電意識の向上） 

2  使用していない講義室・無人部屋の消灯 

3  窓側、廊下の消灯（ブラインドを開けて光を取り込む） 

4  照明機器の清掃 

5A 機器 

5  FAX よりメールの活用 

6  両面印刷の奨励 

7  パソコン（モニター含む）・周辺機器の帰宅時電源 5FF 

8  利用の少ないコピー機、プリンターの削減 

9  パソコンの輝度調整（40%程度） 

10 パソコンの離席時のスタンバイモード設定 

11 待機電力の抑制（5A タップの活用）（年末年始のプラグ抜き） 

空調機 

12 暖房時 20℃の徹底 

13 ウォームビズ（プラスもう一枚）の徹底 

14 エアコン運転時間の縮減 

15 ひざ掛け・カイロの活用 

16 空調使用中は窓や扉を閉鎖 

17 サーバ室の設定温度の見直し（必要性の検討） 

18 使用していない講義室・無人部屋のエアコン停止 

19 終業時のエアコン停止（タイマー設定の活用） 

20 フィルターの自主清掃 

21 加湿器・サーキュレーター（空気攪拌機）の積極的採用 

設備 
22 エレベータの利用自粛（階段利用の奨励、2up/3down は階段で） 

23 自動ドアの利用自粛 

就業 

24 アセンブリータイムの実施 

（午後の電力使用量の多い時間帯を、研究室内ミーティング、研修などに充

てることで、人のいる部屋を限定し、他の部屋は空調・照明を 5FF） 

25 残業時の部分消灯 

26 定時一斉退庁の強化（ノー残業デーの徹底） 

27 夕方以降の会議・業務照会・指示の禁止 

研究 

28 実験用冷蔵庫等の整理・集約化（小型冷蔵庫を極力廃止） 

29 高効率冷蔵庫への積極的更新 

30 実験機器・換気扇等の不使用時の電源 5FF 

31 実験の計画的実施 

水回り 

32 電子レンジ・ポットなどへの 5A タップの活用 

33 冷蔵庫の設定温度の適正化 

34 節水の促進（送水ポンプや上下水道施設の消費電力の削減） 

35 不必要な換気扇の停止 
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